


日中のケア労働の比較研究に向けて
南京市へ 回目の訪問、相互交流開始へ

中国・南京市に5回目の訪問をした。今回の訪問の第一の目的は、昨年計画した日中の介護職員の人材交流が政治的な

日中関係の悪化により再検討が必要になったので、改めて南京側と協議し、現実的・実際的な交流の計画を検討しなお

すことであった。協議の結果、南京市社会福利服務協会の所属の施設の指導的職員の短期の見学訪問から交流・研修を

今秋から始めることで合意できた。 

第二は、昨年、南京市の介護人材育成・研究機関である鐘山学院・職業技術学院より、研究について大阪市立大学創

造都市研究科との共同・協力関係を持ちたいと、文書で提案された。これも政治的な日中関係の悪化もあり再検討が必

要であったが、今後、大阪市立大学創造都市研究科を中心にした「ケア労働日中比較研究会」（仮称）を立ち上げて、

研究・教育の交流を行うことについて基本合意をすることができた。その手始めに、2013年の7月～9月に大阪でシンポ

ジウムを計画し、南京から学院2名、南京市社会福利服務協会か

ら3名の計5名程度を派遣してもらい、交流を開始する計画を大

阪で至急作成することとした。 

また、北京の中国社会科学院社会科学研究所との交流がで

き、北京の新しいモデルの一つである汽南社区サービスを見学

できた。日本でいう経済産業省の職員の住宅地であった単位を

ベースに汽南社区を建設した意味を今後の中国各地の社区建設

の活動との比較することで、研究・調査の参考になった。    

今回、日中の介護・福祉関係者との交流を進めたいと願って

いる加島友愛会の平田理事長が2回目の同行であった。また、今

年3月に修了した岳麗さん（修了論文は南京の在宅サービス施設

の研究）が、蘇州・無錫市の視察や南京市、北京市の交流の先

導役を務めてくれた。感謝・感謝である。（水野博達）

（写真）訪中の際、北京汽南社区にて

ミャンマーの民主化運動で難民に 

難民と日本人の共生社会実現に向けて 

私は日本で難民として認定

されたミャンマー人である。

父はAnglo Indian人とシャン族

の混血で、母はミャンマー人

と中国人の混血である。ミャ

ンマーでは13歳の時に学生運

動、民主化運動などに参加し

た。その後、14歳の時にアウ

ンサンスーチーさんが率いる

国民民主連盟（NLD）の青年

部のメンバーになった。そし

て、ミャンマーの首都ヤンゴ

ンのヤンゴン大学に入学し、

学生運動に関わった。当時、政府から監視されていた。そ

のため、ミャンマー国内にいては、いつ逮捕され殺害され

るか分からない状況になったので、国外へ逃亡する決意を

して、斡旋業者を通じて船に乗り、最終的に日本へ辿り着

いた。

しかし、不法入国・不法滞在の罪で日本の警察に逮捕さ

れた。そして刑事裁判で有罪とされ、入国管理局の収容所

に2年間収容された。その後、日本政府から政治難民として

認められた。難民として認定されてからは、多い時には年

間50ヶ所以上の場所で講演会を開き、そして現在まで日本

全国の様々な場所で、ミャンマーの民主化の現状や日本

における難民問題について訴え続けてきた。2007年10月
からは、ミャンマーの民主化運動の状況を大勢の人に

知ってもらおうと考え、『Peace Wings』という無料

ジャーナルを日本語・ビルマ語で発行、配布している。

2012年4月、関西学院大学法学部政治学科卒業。大阪市

立大学院の創造都市研究科には都市政策専攻コースがあ

り、都市共生社会研究分野では、人権について学ぶこと

ができる。今後、難民の現状について、研究を続けた

い。難民を保護することは人権保護そのものである。こ

の研究で、日本の難民制度を良くするために役立ちた

い。難民も人間として暮らせる都市、難民と日本人が共

に暮らせる社会にしたい。日本は少子高齢化社会で、こ

れから労働者が不足するので、人道支援として難民を認

めて、それぞれの難民が持っている力で日本の労働不足

を補っていくことによって、お互いを助け合うことにな

ると思う。日本人と難民の共生社会を実現したい。

修士課程修了後は、そのまま博士課程まで進み、その

後は日本でNPO/NGOの活動を通じて、日本における難民

支援をしていきたいと考えている。さらに、近い将来に

本国ミャンマーが民主国家となった暁には、晴れて自由

の身で帰国し、母国の再建に貢献したいと思う。その時

には、アジアの他の諸国・地域で難民生活を余儀なくさ

れている人々の人権のためにも、役に立ちたいと思って

いる。（株式会社ファーストネットジャパン ・ビルマ語

翻訳者・アウンミャッウィン ） 
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大阪市立大学大学院創造都市研究科は、昨年、開設から10年が経過、今年度は新し

い10年の最初の年になりました。この記念すべき年に、都市共生社会研究分野には14名

の皆さんが入学されました。この方々の一部になりますが、多様なバックグラウンドと

入学の動機、研究テーマ、修了後の希望などをお聞きしました。 
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年代や肩書きが違う仲間との有意義な語り合い

私は看護職として医療機関や地域での経験を経て、10年
ほど前から福祉行政機関（身体障害者更生相談所、児童相
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的な何かが欠けているような人として試されているような

感覚があります。 
「実践の中で感じる疑問や違和感を理論と結びつけて自
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め、社会人でも学べる当大学院を見つけました。 
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大学院への通学は、片道2時間とハードなのですが、毎

回、眠気も疲れも吹っ飛ぶような楽しい授業（聞きなれな

い言葉や難しいお話もありますが…）を受けています。 

特にワークショップでは、毎回、

多彩な一流のゲストが訪れ、刺激的

な現場の生の声が聞けます。また、

年代も肩書きも違うこの大学院へ進

学しなければ出会わなかったであろ

う仲間と話しあう時間では、さまざ

まな角度からの意見を聞くことがで

き、とても有意義です。先生方はど

の学生の意見も尊重してくれ「ここ

では、どんな意見をいっても大丈夫」と言ってくださった

ため、とても「楽な気持ち」になりました。 
修士論文のテーマは、まだ、絞りきれていませんが、傷

ついた子どもや女性の回復過程への関わりについて、先生

方のアドバイスや今後の授業を聞く中で具体的にしていき

たいと考えています。 
修士課程を無事、修了することができたら、職場へいか

したいことはもちろんですが、修士課程で学んだことをス

タートにして、大学院との接点を持ち続けたいと思ってい

ます。（和歌山県子ども・女性・障害者相談センター・女

性相談員・三浦美知代） 

障がい者との共生を目指して…

短期大学で非常勤講師として働きながら、

心の悩みを抱えている方や精神に障がいを持

たれている方に、社会参加や就労支援などの

活動をしてきました。様々な方々と関わる中

で、関連する分野について深く学ぶ必要を感

じるとともに、研究していきたいと思うよう

になりました。私が今まで関わってきた方々の多くは、急性期

は過ぎているものの、社会との関係がうすく社会に出ることに

不安を持たれていたり、就労したい気持ちはあっても不安で一

歩が踏み出せないという状態でした。障がいのある人もない人

も、ともに幸せに暮らしていける社会をめざし、それはどのよ

うなものかを考えていくために、都市共生社会研究分野を志望

させていただきました。 
入学してからは、各分野で活躍されている先生方や、様々な

フィールドを持たれたM1、M2の皆さんの話などを聞き、たい
へん刺激を受けている毎日です。共生社会を考えていく中で、

視野を広げ専門的な知識を深めると同時に人間性の面でも成長

していきたいと思っています。また、社会復帰することにとま
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に活動範囲を広げていきたいと考えています。今までの活動で
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授業ごとに世界が広がる 

楽しみ 

大学院に入学して、少し困っ
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ます。そのために、睡眠と連れ合いとの会話の時間が

削られると言う「困りごと」に耐えながら、人とまち

と社会とつながって豊かに暮らす「術（わざ）」を探

しています。（大津市農業委員会事務局・局長・福井

英夫）

日中のケア労働の比較研究に向けて
南京市へ 回目の訪問、相互交流開始へ

中国・南京市に5回目の訪問をした。今回の訪問の第一の目的は、昨年計画した日中の介護職員の人材交流が政治的な

日中関係の悪化により再検討が必要になったので、改めて南京側と協議し、現実的・実際的な交流の計画を検討しなお

すことであった。協議の結果、南京市社会福利服務協会の所属の施設の指導的職員の短期の見学訪問から交流・研修を

今秋から始めることで合意できた。 

第二は、昨年、南京市の介護人材育成・研究機関である鐘山学院・職業技術学院より、研究について大阪市立大学創

造都市研究科との共同・協力関係を持ちたいと、文書で提案された。これも政治的な日中関係の悪化もあり再検討が必

要であったが、今後、大阪市立大学創造都市研究科を中心にした「ケア労働日中比較研究会」（仮称）を立ち上げて、

研究・教育の交流を行うことについて基本合意をすることができた。その手始めに、2013年の7月～9月に大阪でシンポ

ジウムを計画し、南京から学院2名、南京市社会福利服務協会か

ら3名の計5名程度を派遣してもらい、交流を開始する計画を大

阪で至急作成することとした。 

また、北京の中国社会科学院社会科学研究所との交流がで

き、北京の新しいモデルの一つである汽南社区サービスを見学

できた。日本でいう経済産業省の職員の住宅地であった単位を

ベースに汽南社区を建設した意味を今後の中国各地の社区建設

の活動との比較することで、研究・調査の参考になった。    

今回、日中の介護・福祉関係者との交流を進めたいと願って

いる加島友愛会の平田理事長が2回目の同行であった。また、今

年3月に修了した岳麗さん（修了論文は南京の在宅サービス施設

の研究）が、蘇州・無錫市の視察や南京市、北京市の交流の先

導役を務めてくれた。感謝・感謝である。（水野博達）

（写真）訪中の際、北京汽南社区にて

ミャンマーの民主化運動で難民に 

難民と日本人の共生社会実現に向けて 

私は日本で難民として認定

されたミャンマー人である。

父はAnglo Indian人とシャン族

の混血で、母はミャンマー人

と中国人の混血である。ミャ

ンマーでは13歳の時に学生運

動、民主化運動などに参加し

た。その後、14歳の時にアウ

ンサンスーチーさんが率いる

国民民主連盟（NLD）の青年

部のメンバーになった。そし

て、ミャンマーの首都ヤンゴ

ンのヤンゴン大学に入学し、

学生運動に関わった。当時、政府から監視されていた。そ

のため、ミャンマー国内にいては、いつ逮捕され殺害され

るか分からない状況になったので、国外へ逃亡する決意を

して、斡旋業者を通じて船に乗り、最終的に日本へ辿り着

いた。

しかし、不法入国・不法滞在の罪で日本の警察に逮捕さ

れた。そして刑事裁判で有罪とされ、入国管理局の収容所

に2年間収容された。その後、日本政府から政治難民として

認められた。難民として認定されてからは、多い時には年

間50ヶ所以上の場所で講演会を開き、そして現在まで日本

全国の様々な場所で、ミャンマーの民主化の現状や日本

における難民問題について訴え続けてきた。2007年10月
からは、ミャンマーの民主化運動の状況を大勢の人に

知ってもらおうと考え、『Peace Wings』という無料

ジャーナルを日本語・ビルマ語で発行、配布している。

2012年4月、関西学院大学法学部政治学科卒業。大阪市

立大学院の創造都市研究科には都市政策専攻コースがあ

り、都市共生社会研究分野では、人権について学ぶこと

ができる。今後、難民の現状について、研究を続けた

い。難民を保護することは人権保護そのものである。こ

の研究で、日本の難民制度を良くするために役立ちた

い。難民も人間として暮らせる都市、難民と日本人が共

に暮らせる社会にしたい。日本は少子高齢化社会で、こ

れから労働者が不足するので、人道支援として難民を認

めて、それぞれの難民が持っている力で日本の労働不足

を補っていくことによって、お互いを助け合うことにな

ると思う。日本人と難民の共生社会を実現したい。

修士課程修了後は、そのまま博士課程まで進み、その

後は日本でNPO/NGOの活動を通じて、日本における難民

支援をしていきたいと考えている。さらに、近い将来に

本国ミャンマーが民主国家となった暁には、晴れて自由

の身で帰国し、母国の再建に貢献したいと思う。その時

には、アジアの他の諸国・地域で難民生活を余儀なくさ

れている人々の人権のためにも、役に立ちたいと思って

いる。（株式会社ファーストネットジャパン ・ビルマ語

翻訳者・アウンミャッウィン ） 

PAGE

Welcome to Co-Existing Society!! 

第5巻 第1号



 

〒530-0001 
大阪市北区梅田1-2-2-600 
大阪駅前第2ビル6階
大阪市立大学大学院

創造都市研究科

都市共生社会研究分野

E-mail: info@co-existing.com 
Tel: 080-6107-9099 
Fax: 06-4799-3750

共生社会研究会総会開催

都市共生社会研究分野では、分野の教員、在校生、修了生を中心に

して、「大阪市立大学共生社会研究会」を設立しています。共生社会

関する調査研究や分野の同窓会的な機能をもつ組織です。ジャーナル

「共生社会研究」の発行、研究会やシンポジウムの実施などに加え、

毎年、総会を開催しています。今年の総会は、5月26日（土）の午後3
時半から5時半まで、梅田サテライトで行いました。

総会では、昨年度の事業報告・会計報告、今年度の事業計画・予算

案に加えて、役員の人事案が審議、原案通り承認されました。また、

大阪府と市の統合に伴う府大と市大の統合計画で分野の将来が不明確

な点について、研究会として市大側に説明を求めてきましたが、これ

を継続していくことも確認されました。下の写真は、その様子です。

議案の審議と採決後、研究発表が行われました。発表者は、石井信

夫さんと大枝明さんでした。ともに昨年度の「共生社会研究」に寄稿

した論文「障碍者の社会からの排除と戦争協力―特別支援学校に残さ

れていた資料・文献の考察―」（石井さん）と実践報告「『学校選択

制』と『学校統廃合』―いま大阪の教育―」（大枝さん）をベースに

したもので、発表後、質疑と議論が行わ

れました。

なお、今年度の「共生社会研究」は、

共生社会の再考をテーマとした特集を中

心に発行します。投稿論文は、申込みが8
月末、論文提出が9月末です。ふるって、

ご応募下さい。

 

きたなかで、支援の会の活動は、この間に生み出された

いくつかの事業を関係者が継続していくとともに、関西

で気仙沼を中心にして支援活動をしている方々や団体と

連携して活動を展開していく方がよいのではという考え

から、活動にひと区切りつけることにしました。

このため企画したのが、7月29日(月)夜のシンポジウ

ム「東日本大震災から2年：支援活動の今後を考える」

（P.1参照）です。是非、ご参加頂き、今後の支援のあ

り方について一緒に考えられたらと思います。（HK）

編集後記

2011年3月11日の東日本大震災の直後、都市共生社会研

究分野では、教員、修了生、学生が中心になり、被災者へ

の支援活動を行うため、共生社会東日本地震被災者救援・

支援の会を設立しました。その後、大阪府の「新しい公共

支援事業」の補助金を受け、宮城県気仙沼を中心に支援活

動を続けてきました。

しかし、震災から2年が経過、人々の関心が弱くなって

大阪市立大学大学院創造都市研究科では、修士課程と博士課程があります。修士課程は、夏と冬の2回、入試を実

施しています。博士課程は、冬のみです。今年の修士課程の夏季入試は、9月14日（土）です。これに先立ち、入試

説明会や連続シンポジウムが開催され ます。入試説明会は、第一部で大学院全

般についての説明、第二部で7つの分 野に分かれて、それぞれの分野ごとの説

明を行います。日程は、7月3日（水） 午後6時半からと、7月13日（土）午後6
時半からです。会場は、いずれも第一 部が大阪市立大学文化交流センターホー

ル、第二部は大阪市立大学梅田サテラ イトです。ともにJR北新地駅真上の大阪

駅前第二ビル6階です。大阪駅からも 徒歩で数分ですので、大学院に興味があ

る方は、お立ち寄り下さい。連続シンポジウムは、各分野がそれぞれの専門内容に関連したトピックを取り上げて

います。テーマや講師、日程、会場などは、創造都市研究会のホームページ（http://www.gscc.osaka-cu.ac.jp/）でご案

内します。なお、都市共生社会研究分野では、これらとは別に授業の一部を一般に公開する「公開授業」も実施す

る予定です。詳細は、追ってホームページ（http://www.co-existing.com）でお知らせします。ぜひ、ご参加下さい。

共生社会実現のための 

エンパワメント 
 
Empowerment 

Toward 
Co-existing Society 

ホームページもご覧ください。

http://www.co-existing.com
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夏季入試！！
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